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☆情報満載！市のホームページをご覧ください。　http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/

イチ押し作品を募集
このコーナーでは、
皆さんの自慢の作品
を募集しています。
本庁舎秘書広報課ま
でご連絡ください。

鈴
す ず き

木芳
よ し お
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   （会津町）

『ミニチュア甲冑』
第10回ふくしま特産品コンクール工芸の部　優秀賞

高さ 35㎝（左）・高さ 55㎝（右）

    

私
は
、
ま
ち
お
こ
し
の
た
め
に
と
平
成
21
年
度
に

「
甲
冑
塾
」
に
参
加
し
、
甲
冑
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

甲
冑
塾
は
、
竹た

け
し
た下
義よ

し
あ
き昭
会
長
を
筆
頭
に
男
女
合
わ
せ
45

人
お
り
、
初
級
・
中
級
コ
ー
ス
は
厚
紙
で
、
本
格
コ
ー

ス
は
鉄
・
革
で
甲
冑
を
作
製
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

本
格
コ
ー
ス
で
作
製
し
て
い
ま
す
が
、
マ
イ
タ
ウ
ン
白

河
合
同
作
品
展
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
甲
冑
を
試
作
し
て
出
品

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
ご
紹
介
す
る
作
品
は
、
市
重
要
文
化
財
と
し

て
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保
管
し
て
あ
る
武た

け
だ田
信し

ん
げ
ん玄
ゆ
か

り
の
楯
無
鎧
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
甲
冑
」

で
す
。
白
河
の
歴
史
的
な
背
景
か
ら
、
郷
土
品
と
し
て

ま
ち
お
こ
し
は
出
来
な
い
も
の
か
と
試
行
錯
誤
し
て
作

り
ま
し
た
。
第
10
回
ふ
く
し
ま
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
・

工
芸
の
部
で
は
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
郷
土
品
と
し
て

ま
ち
お
こ
し
に
役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
２
月
の
白
河
だ
る
ま
市
に
は
、
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
１

階
で
、
今
ま
で
甲
冑
塾
で
作
製
し
た
作
品
が
一
堂
に
展

示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
５
月
よ
り
新
た
に
「
ミ
ニ
チ
ュ

ア
甲
冑
教
室
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
子
ど
も

た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
装
飾
品
と
し
て
一
緒
に
作
製

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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～いつだって心に残る風景がある～

問本庁舎都市計画課☎�1111　内2288

　12月19日に、多くの皆さんから応募いただきました「私の好
きな白河の景観50選」の発表会が行われました。今後は、広報
白河や市ホームページ等に掲載し、広く市民の皆さんへご紹介
します。

「私の好きな白河の景観50選」が発表されました!!

  このコーナーでは、「私の好きな白河の景観50選」
にご応募いただいたもののなかから、毎月１か所を
皆さんにご紹介しています。

駅前ロータリーより見るJR白河駅舎
　ＪＲ白河駅舎は、大正時代に建築され、当時のステンドグラ
スが施された、全国でも指折りの大正ロマンあふれる駅舎とし
て白河市の顔となっています。
　実家から東京に行く際に、いつも三角屋根の白河駅に入り、
そして帰省の際にも振りかえると、見なれた駅舎がそこにあり
ました。
　昔から、また現在においても多くの人たちを送り迎えながら、
たくさんの人に親しまれてきた白河駅は、私たちの心の風景に
いつまでも刻まれています。
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